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Abstract. Fresh-water planarians distributed in Rishiri Island were researched and their 18S rRNA gene 

sequence data were analyzed by me and co-workers (Dr. S. Nishitani and Dr. K. D. Kuznedelov). Planarians 

collected by us were Bdellocephala borealis,  Dendrocoelopsis ichikawai, Polycelis (Seidlia) schmidti, Polycelis 

(Polycelis) sapporo, Polycelis sp. and Phagocata sp. Species of the genus Phagocata has not been recorded in 

this Island. Our 18S rRNA gene sequence data showed that Dendrocoelopsis ichikawai should be classed 

with the genus Bdellocephala. The sequence of Polycelis sp. was found to differ from that of Polycelis 

sapporo. The sequence data of B. borealis were identical with those of Bdellocephala brunnea from Hirosaki, 

Tashirotai and Matsumoto, Bdellocephala annandalei from Lake Biwa-ko and Bdellocephala parva from 

Kamchatka. It is known that B. brunnea and B. annandalei are 2n=28, while B. borealis and B. parva are 

2n=56. Of interest is the fact that the diproid number of B. borealis is equal to that of B. parva distributed 

in Kamchatka, and both karyotypes are similar.

1. はじめに
平成10年度利尻島調査研究事業助成制度により、
共同研究者 2 名 ( 大阪府立桜塚高等学校教諭 西谷
信一郎博士、ロシア科学アカデミー陸水研究所研究
員 Konstantin D. Kuznedelov 博士 )と共に、平成
10 年 8月に利尻島に生息するプラナリアを調査し
た。その帰途、礼文島、稚内、旭川、札幌にも立ち
寄り、プラナリアを採集してきた。分子レベルで本
邦産プラナリアの系統類縁関係を調べる為に、本州
内のプラナリアも含め、入手可能であった本邦産プ

ラナリア 3科 5属 13種の 18S rRNA遺伝子の一部
の塩基配列を比較してみた。その成果は、いくつか
の論文にまとめて発表する予定であり、第 1報を
Zoological Science に印刷中 (Kuznedelov et al., 
2000)、現在 2報目を投稿準備中である。本報告で
は、利尻島で採集したプラナリアを中心に調査結果
をわかりやすく紹介させて頂いた。

2. 調査結果
今回利尻島で採集できたプラナリアは、リシリオ
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オウズムシ (Bdellocephala borealis)、リシリウズム
シ (Dendrocoelopsis ichikawai)、キタカズメウズム
シ (Polycelis schmidti)、キタシロカズメウズムシ
(Polycelis sapporo)、Polycelis sp.、Phagocata sp.の
6 種である ( 図 1)。リシリオオウズムシ、リシリウ
ズムシは本島固有種で、本島以外からの採集報告は
まだない。今回はこれら 6種それぞれの 18S rRNA
遺伝子の塩基配列の解析を行った。その結果、リシ
リオオウズムシは、他の本邦産オオウズムシ属
(Bdellocephala) の 2 種、イズミオオウズムシ
(Bdellocephala brunnea 福島産を除く )、ビワオオ
ウズムシ(Bdellocephala annandalei)と全く同じ塩
基配列であった。ビワオオウズムシは琵琶湖の固有
種である。イズミオオウズムシ、ビワオオウズムシ
とも染色体数は 28本 (2n=28) であるのに対し、リ
シリオオウズムシは 56本 (2n=56) であることが知
られている ( 西谷、1998) 。福島産のイズミオオウ
ズムシの染色体数は 28 本 (2n=28) で、他地域 ( 弘
前、田代平、松本 ) から採集したイズミオオウズム
シと染色体数は同じであるのに、塩基配列において
は 1塩基異なっていた。
リ シ リ ウ ズ ム シ は、 キ タ オ オ ウ ズ ム シ
(Dendrocoelopsis) 属に属しているが、同属の他種
とはかなり異なっており ( キタシロウズムシ D. 
lactea とは 14 塩基、エゾウズムシ D. ezensis とは
20 塩基 )、むしろオオウズムシ属に近いという結果
が得られた ( リシリオオウズムシとは 5塩基異なっ
ていた )。
今回姫沼でホソウズムシ (Phagocata) 属の 1種を
4匹採集できたが、利尻島でホソウズムシ属の種が
採集された報告はまだなく、新種であるのか、ある
いは北海道内に生息している他のホソウズムシ属
(エゾコガタウズムシPhagocata iwamai、 ソウヤイ
ドウズムシPhagocata albata、 ヒダカホソウズムシ
Phagocata tenella) のいずれかと同種であるのかに
ついては今後更なる研究が必要である。本州産のト
ウホクコガタウズムシ (Phagocata teshirogii)、ミヤ

マウズムシ (Phagocata vivida)、コガタウズムシ
(Phagocata kawakatsui kawakatsui)、ナガノコガタウ
ズムシ(Phagocata kawakatsui naganoensis)とは18S
rRNAの塩基配列がそれぞれ異なっているので、こ
れらとは異なる種である。
キタシロカズメウズムシ以外に白色多眼種の
Polycelis sp. が利尻島及び礼文島に生息していること
はすでに報告されているが (川勝、1958)、このPolycelis
sp. はキタシロカズメウズムシとは4 塩基異なってい
た。礼文島にはこのPolycelis sp.以外にこれとは3塩
基異なる白色多眼種及び、6 塩基異なる白色多眼種も
生息していることが今回の調査で明らかになった。こ
れらキタシロカズメウズムシとは18S rRNA 遺伝子の
塩基配列が異なる白色多眼種は、新種として位置づけ
られてよいと思われるが、形態的差異その他から、ま
た、ロシア領内に生息しているプラナリアとの比較な
ど、今後更なる検討が必要である。

3. 考察及び今回の調査で判明したこと
日本列島に分布している淡水棲プラナリアは 6属
20 数種であることが知られており、これらは全て4
つの経路を経て日本に移住してきたと考えられてい
る (Kawakatsu, 1967 )。その1つは、ナミウズムシ
属の場合で、これに属する種は、現在の地理的分布
からみて、東南アジア地域から南方経路を経て北上
してきたとされている。2 つ目は、ホソウズムシ属
に属するミヤマウズムシの場合で、この種は朝鮮半
島～隠岐島等日本海経路を経てきたものと考えられ
ている。これらナミウズムシ属やミヤマウズムシを
除く他のプラナリアは、新生代にシベリアからカム
チャッカを経由して北海道へ移住、あるいはシベリ
アからサハリンを経由して北海道へ移住という2つの
北方経路から進入して南下し、日本列島の陸化と
隔離に伴って種分化が進み、今日の多数の種を生じ
たと考えられており、今でもその分布は北方地域に
片寄っており、その種は北海道に最も多く(5 属 14
種 )、ついで青森県内で多く見られる (5 属 7 種 )。
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このように多くの種が北方系で、特に北海道におい
て独自に種分化が進んで多くの種が形成されたと考え
られているが、中でも利尻島の姫沼には、リシリオ
オウズムシ、リシリウズムシという他では見られな
いプラナリアが生息し、同島独自の種分化が進ん
だものとして注目されている。利尻島は、約 20 万
年前から数千年前まで継続した利尻火山の噴火活動
によって形成されたと考えられており ( 石塚、
1999)、同島独自の種分化を果たしたリシリオオウ
ズムシでも、まだ 20万年というオーダーでは、18S
rRNA遺伝子の塩基配列に変異は生じていないこと
が判明した。
また、カムチャッカ半島に生息している
Bdellocephala parvaは、ビワオオウズムシと同じ塩
基配列を有することがすでに知られているので
(Kuznedelov et al., 1996)、リシリオオウズムシも含
めた本邦産オオウズムシ属 ( 福島産のイズミオオウズ
ムシを除く) は、カムチャッカ半島に生息してい
るBdellocephala parvaと同じ塩基配列を有する近縁
種であることが判明した。このBdellocephala parva
の染色体数は2n=56で (Porfir,eva et al., 1979)、リ
シリオオウズムシと同じく2n=28 を倍化させた類
似した核型をもっているのは興味深いことである。
オオウズムシ属は、シベリアからカムチャッカある
いはサハリンを経由して北海道へ移住してきたと推
測されているので (Kawakatsu, 1967)、カムチャッカ
半島に生息しているBdellocephala parvaと共通の祖
先種が利尻島に進入して、リシリオオウズムシへと
種分化をとげた可能性がある。しかし、不思議なこ
とに、北海道本土ではオオウズムシ属のプラナリア
は発見されていないので、オオウズムシ属のプラナ
リアが北方から進入してきた頃は、利尻島が形成さ
れた基盤岩と、北海道本土とは隔離されていたので
はないかと推測される。つまり、北海道本土でもみ
られるプラナリアは、新生代でも比較的早い年代に
移住して多様な種分化をとげたが、利尻島固有種で
あるリシリオオウズムシ、リシリウズムシは遅れて

移動してきて、利尻島に隔離されたのではないかと
推測される。
リボゾームRNA(rRNA) は、細胞内の細胞質に
存在して、タンパク合成の場を提供しているリボ
ゾーム内に存在する RNAで、18S rRNA遺伝子は
あまり変異せず比較的よく保存されており、1塩基
変異するのに 100 万年～ 150 万年かかるといわれ
ている。今回の調査からリシリオオウズムシ、イズミ
オオウズムシ ( 福島産を除く )、ビワオオウズムシ、
Bdellocephala parvaの4種は同じ塩基配列を有する
ことが判明したので、これら4 種が種としてそれぞ
れ分化してからでも、まだ150万年は経過していな
いと推測される。他地域のイズミオオウズムシとは
1塩基異なる福島産イズミオオウズムシを、別種と
して位置づけた方がよいかについては、今後形態的
特徴にどのような差異がみられるかに重きをおい
て、更に検討する予定である。
また、本邦のオオウズムシ属は、カムチャッカ半
島のみならず、ロシアのバイカル湖に生息している
オオウズムシ属の種と密接な系統類縁関係にあるこ
とも、今回の調査結果と、共同研究者である
Kuznedelov 博士のこれまでのバイカル湖産のプラ
ナリアの調査、との比較により判明した。このこと
は、本邦産オオウズムシ属が北方経路から日本に移
住してきたという説 (Kawakatsu, 1967) を裏づける
1つのデータであると考えられる。
リシリウズムシは、他のキタオオウズムシ属に所
属する本邦産の種よりも、ロシアのバイカル湖に生
息しているBdellocephala baikalensisと最も近い塩
基配列を示すことが、今回の調査でわかった。また
形態学的にもこの種に近いことが以前から知られて
いたので (Kawakatsu et al., 1977)、「この種は、キ
タオオウズムシ属でなくオオウズムシ属に所属させ
るべきである」と、現在印刷中の論文 (Kuznedelov 
et al., 2000) で述べている。近いうちにリシリウズ
ムシの学名は、Dendrocoelopsis ichikawai から
Bdellocephala ichikawaiへと変更されるであろう。
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